
いちごドリルプリント

昭和時代（戦前） 名前

問1 1929年を100とした主要国の工業生産指数の推移を比較すると、アメリカ、イギリス、ドイツ、日本などの諸国が1930年代前半にかけて数値を
大きく低下させる一方で、ソ連だけは指数を急激に上昇させています。この時期のソ連の状況を説明した文として正しいものはどれですか。
（2026年 沖縄県公立入試 類似）

1. ムッソリーニがファシスト党によ
る一党独裁を確立し、エチオピアへ
の侵攻を開始した。

2. スターリンの指導による五カ年計
画により、重工業を中心に生産を拡
大させた。

3. レーニンが新経済政策（ネップ）
を採用し、資本主義的な要素を取り
入れて景気を回復させた。

4. 世界恐慌に対抗するため、ヒトラ
ーの指導のもとで軍需産業を拡大さ
せた。

問2 1930年代の国際情勢を記した年表において、世界恐慌後にイギリスやフランスが形成した経済圏が、その後の世界に与えた影響について説明し
たものとして正しいものはどれですか。 （2025年 岡山県公立入試 類似）

1. 自由貿易の原則が世界規模で確立
されたことにより、発展途上にある
地域の工業化が急速に進展するきっ
かけとなった。

2. 世界中の国々がこの経済圏に参加
したことで、国際連盟を中心とした
平和的な安全保障体制がより強固な
ものとなった。

3. アメリカ合衆国がこの枠組みを主
導したことで、金本位制に基づいた
安定した国際通貨制度が再構築され
た。

4. 植民地を十分に持たないドイツや
イタリア、日本などの経済を圧迫し
、これらの国々が領土拡張へ向かう
要因の一つとなった。

問3 戦時下の日本における人々の生活や社会状況を説明した文章として、背景や目的が正しく述べられているものはどれですか。 （2016年 千葉県公立入試

類似）

1. 労働力を確保するために教育環境
が整備され、大学生を中心とした知
識層が全国の都市部で大幅に拡大し
た。

2. 軍事生産を優先するため、農村の
小学生を都市部の工場へ集団で移住
させ、長期的な労働力として活用し
た。

3. 都市部への空襲が激化したため、
小学生を対象に、親元を離れて農村
の寺院などで生活させる集団疎開が
行われた。

4. 石油危機による物資不足が発生し
たため、トイレットペーパーなどの
日用品を求めて人々が商店に殺到す
る混乱が起きた。

問4 1929年にアメリカで始まった世界恐慌に対し、広大な植民地を持つイギリスやフランスが、本国と植民地の間で排他的な経済圏を構築した政策
を何といいますか。 （2020年 山口県公立入試 類似）

1. 五か年計画 2. 善隣外交 3. ニューディール政策 4. ブロック経済

問5 明治時代から昭和時代初期にかけて、日本の社会情勢や人々の生活は大きく変化しました。これらに関する出来事を時期の古い順に正しく並べ
たものはどれですか。 （2023年 宮城県公立入試 類似）

1. 戦時下の物資不足による配給制が
長期間続いた後、近代化政策の一環
として太陽暦が導入され、大正デモ
クラシーの時期にラジオ放送による
娯楽が普及した。

2. 都市部でラジオ放送が開始されて
情報の伝達が速まった後、西洋の制
度を取り入れるために太陽暦が採用
され、最終的に物資不足を解消する
ために配給制が導入された。

3. 洋風の住宅が普及し始めた時期に
生活必需品の配給制が始まり、その
混乱を収めるために太陽暦が採用さ
れ、最後にラジオ放送による戦意高
揚が行われた。

4. 文明開化の中で太陽暦が採用され
て新しい暦が始まった後、大衆文化
が広まる中でラジオ放送が開始され
、やがて戦時体制が強まると生活必
需品の配給制が実施された。

問6 パブロ・ピカソが描いた絵画「ゲルニカ」は、特定の歴史的事実を題材とした反戦のシンボルとして知られています。この作品が制作される直
接のきっかけとなった出来事の説明として、最も適切なものはどれですか。 （2018年 千葉県公立入試 類似）

1. 明治時代の日本における、伝統的
な日本美術の保護と再評価

2. スペイン内戦において、ドイツ軍
が都市を対象に行った無差別爆撃

3. フランス革命の最中に起きた、市
民によるバスティーユ牢獄の襲撃

4. 第一次世界大戦の終結に伴う、国
際連盟による平和維持活動の開始

問7 1929年から1938年にかけての日本の工業生産の動向について、統計上の変化を正しく述べたものはどれですか。 （2015年 富山県公立入試 類似）

1. 繊維工業が依然として成長を続け
、1930年代後半になっても工業生産
額の7割以上を占める状況が維持され
た。

2. 工業生産額の総額は減少傾向にあ
ったが、生産効率の向上により鉄鋼
などの重化学工業の割合だけがわず
かに上昇した。

3. 重化学工業の生産額は増えたもの
の、それ以上に軽工業の生産額が伸
びたため、産業全体に占める軽工業
の割合が高まった。

4. 工業生産額の総額が1933年から1
938年にかけて2倍以上に増加し、重
化学工業の割合が軽工業を上回った
。

問8 1930年代以降の日本の外交や戦争の背景について述べた文として、正しいものはどれですか。 （2020年 佐賀県公立入試 類似）

1. 盧溝橋での衝突によって太平洋戦
争が始まり、その後日本は国際的な
批判を避けるために国際連盟を脱退
した。

2. 満州事変に関するリットン調査団
の報告書が国際連盟で採択されたこ
とに反発し、日本は国際連盟を脱退
した。

3. 真珠湾攻撃によって日中戦争が始
まり、これをきっかけに日本は国際
連盟から脱退することになった。

4. 国際連盟を脱退した直後に、日本
はアメリカの真珠湾を攻撃して第二
次世界大戦に参戦した。

問9 第二次世界大戦の後半、多くの成人男子が兵士として戦場へ送られたことにより、国内の軍需工場などでは深刻な労働力不足が発生しました。
この不足を補うために、中学生や女学生などの生徒が本来の学習を離れ、兵器の製造といった労働に従事させられた体制を何といいますか。
（2017年 奈良県公立入試 類似）

1. 集団疎開 2. 学徒勤労動員 3. 徴兵令 4. 国家総動員法

問10 日本が中国東北部を占領して満州国を建国したことに対する、当時の国際社会の反応とその後の日本の行動として正しい説明はどれですか。
（2021年 神奈川県公立入試 類似）

1. 国際連盟は満州の建国を日本の自
衛権の行使として認め、日本と共同
で地域の開発を行うことを決定した
。

2. 国際連盟の勧告により、日本は満
州国を解体して中国に返還し、中国
との和平協定を結んだ。

3. ソ連が満州国の建国を真っ先に承
認したため、日本はソ連と日ソ中立
条約を締結し、北方の安全を確保し
た。

4. 国際連盟が派遣したリットン調査
団の報告に基づき、満州国が承認さ
れなかったため、日本は国際連盟を
脱退した。

問11 1938年に制定された国家総動員法の目的と、その内容について説明したものとして正しいものはどれですか。 （2019年 千葉県公立入試 類似）

1. 社会主義や共産主義の運動を厳し
く取り締まることで、国内の治安と
天皇制を維持すること

2. 農地改革を実施して不在地主から
土地を買い上げ、自作農を増やして
農村を安定させること

3. 日中戦争の長期化に備え、政府が
議会の承認なしに人や物資を戦争に
動員できるようにすること

4. 高度経済成長期の産業発展にとも
なう大気汚染や水質汚濁を防ぐため
、企業の責任を明確にすること

問12 1941年に日本がソビエト社会主義共和国連邦（ソ連）との間で「日ソ中立条約」を締結した主な目的として、最も適切な説明はどれですか。
（2019年 茨城県公立入試 類似）

1. 北方の安全を確保したうえで、東
南アジアなどの南方へ進出するため

2. ドイツ、イタリアとの軍事同盟を
解消し、連合国側に加わるため

3. ソ連から多額の経済援助を受け、
日中戦争の戦費をまかなうため

4. サンフランシスコ平和条約の締結
に向けた外交交渉を有利にするため



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説
問1 答え 2

スターリンの指導による五カ年計画により、
重工業を中心に生産を拡大させた。

1920年代後半から1930年代にかけて、ソ連ではスターリンが指導権を握り、徹底した計画経
済を推し進めました。資本主義諸国が世界恐慌で失業者にあふれ、生産が停滞する一方で、ソ
連は五カ年計画によって社会主義建設を加速させ、短期間で工業国への転換を図りました。こ
れにより、ソ連の社会主義体制が資本主義よりも優れているのではないかという関心を世界中
に抱かせることにもなりました。

問2 答え 4
植民地を十分に持たないドイツやイタリア、
日本などの経済を圧迫し、これらの国々が領
土拡張へ向かう要因の一つとなった。

イギリスやフランスが自国と植民地を囲い込むブロック経済を形成したことは、広大な植民地
を持たない「持たざる国」であるドイツ、イタリア、日本などを経済的に追い詰める結果とな
りました。これらの国々は、自国の経済を立て直すために資源や市場を求めて他国への侵略を
強めるようになり、第二次世界大戦へとつながる国際緊張を高める大きな背景となりました。
したがって、ブロック経済は国際協調を破壊する一因であったといえます。

問3 答え 3
都市部への空襲が激化したため、小学生を対
象に、親元を離れて農村の寺院などで生活さ
せる集団疎開が行われた。

集団疎開は、都市部を狙った空襲から子供たちを守るために実施された緊急的な措置であり、
主に小学生が対象となりました。戦時下では「学徒出陣」によって大学生が戦場へ送られたた
め知識層は減少しており、また石油危機による物資不足（トイレットペーパーの買いだめなど
）は1970年代の出来事であるため、これらは戦時下の状況としては不適切です。

問4 答え 4
ブロック経済

世界恐慌によって自国の経済が深刻な打撃を受ける中、イギリスやフランスなどは自国の通貨
圏や植民地を一つの「ブロック」としてまとめました。この圏内では関税を低くして貿易を活
性化させる一方、圏外の外国商品に対しては高い関税をかけて締め出すことで、自国の産業を
守ろうとしました。しかし、この政策は世界貿易を停滞させ、後の第二次世界大戦につながる
国際的な対立を深める一因となりました。

問5 答え 4
文明開化の中で太陽暦が採用されて新しい暦
が始まった後、大衆文化が広まる中でラジオ
放送が開始され、やがて戦時体制が強まると
生活必需品の配給制が実施された。

明治時代初期の1872年に、それまでの太陰太陽暦に代わって太陽暦（グレゴリオ暦）が採用
され、近代的な時間意識が浸透しました。大正時代から昭和時代初期にかけては、都市化の進
展とともに大衆文化が花開き、1925年にラジオ放送が開始されました。その後、日中戦争か
ら太平洋戦争へと戦火が拡大する中で、国家総動員法などに基づく統制経済が行われ、1940
年前後から衣類や食料などの生活必需品に配給制が導入されました。この変遷は、日本の近代
化、大衆化、そして戦時体制への移行という歴史の流れを反映しています。

問6 答え 2
スペイン内戦において、ドイツ軍が都市を対
象に行った無差別爆撃

1937年、スペイン内戦中にフランコ将軍を支援したドイツ軍の空軍が、バスク地方の都市ゲ
ルニカに対して史上初ともいわれる大規模な都市無差別爆撃を行いました。当時パリにいたピ
カソはこの非道な軍事行動に対し、芸術家として抗議の意を示すために「ゲルニカ」を描き上
げました。これは近代戦における民間人犠牲の問題を世界に知らしめる契機となりました。

問7 答え 4
工業生産額の総額が1933年から1938年にか
けて2倍以上に増加し、重化学工業の割合が
軽工業を上回った。

当時の統計によると、日本の工業生産額の総額は1933年の約111億6000万円から、1938年
には約252億5000万円へと2倍以上に急増しています。この成長を牽引したのが重化学工業で
あり、1920年代後半には軽工業が中心だった産業構造が、10年足らずの間に重化学工業中心
へと劇的に変化しました。

問8 答え 2
満州事変に関するリットン調査団の報告書が
国際連盟で採択されたことに反発し、日本は
国際連盟を脱退した。

1931年に始まった満州事変について、国際連盟が派遣したリットン調査団は、日本の軍事行
動を自衛とは認めない報告書を提出しました。1933年に国際連盟総会でこの報告書が採択さ
れたことを不服として、日本は連盟脱退を通告しました。日中戦争のきっかけとなった盧溝橋
事件は1937年、太平洋戦争のきっかけとなった真珠湾攻撃は1941年の出来事であり、連盟脱
退よりも後のことである点に注意が必要です。

問9 答え 2
学徒勤労動員

戦時下の日本では、徴兵によって労働の中核を担う成人男性が不足したため、1944年から学
生や生徒を労働力として活用する体制が本格化しました。これにより、教育現場は本来の学習
の場から軍事生産の場へと変貌し、多くの若者が工場や農村での労働を義務付けられることと
なりました。

問1
0

答え 4
国際連盟が派遣したリットン調査団の報告に
基づき、満州国が承認されなかったため、日
本は国際連盟を脱退した。

中国側の訴えを受けた国際連盟は、リットンを団長とする調査団を派遣しました。調査の結果
、日本の軍事行動は自衛とは認められず、満州国も住民の自発的な意志によるものとは認めら
れないとする報告書が提出されました。国際連盟総会でこの報告書が採択されると、日本は反
発して1933年に国際連盟からの脱退を表明し、国際的な孤立を深めることとなりました。

問1
1

答え 3
日中戦争の長期化に備え、政府が議会の承認
なしに人や物資を戦争に動員できるようにす
ること

この法律の最大の特徴は、本来必要であるはずの議会の審議・承認という手続きを省略して、
政府が自由に人や物を動かせる権限を持った点にあります。これによって軍需生産が優先され
、国民の自由な経済活動や生活は厳しく制限されるようになりました。選択肢にある治安維持
法（1925年制定）や公害対策基本法（1967年制定）との年代や目的の違いを整理しておくこ
とが重要です。

問1
2

答え 1
北方の安全を確保したうえで、東南アジアな
どの南方へ進出するため

日本は資源を求めて東南アジアへの進出（南進）を計画していましたが、その際に背後となる
ソ連との軍事的な衝突を避ける必要がありました。そのため、1941年に日ソ中立条約を結ぶ
ことで北方の安全を確保し、南方進出に集中できる体制を整えました。なお、サンフランシス
コ平和条約は戦後の1951年に結ばれたものであり、この時期の外交方針とは異なります。
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昭和時代（戦前） 名前

問1 世界恐慌への対策としてドイツなどで台頭した「全体主義」の特徴的な方針を述べたものとして、正しい記述はどれですか。 （2017年 富山県公立入試

類似）

1. 国家の利益を最優先し、強力な指
導者が独裁政治を行う。

2. 関税を撤廃して国際的な自由貿易
を行い、近隣諸国との共存を目指す
。

3. 個人の基本的人権を尊重し、政府
に対する批判を自由に行わせる。

4. 複数の政党が自由に活動し、議会
での議論を通じて政策を決定する。

問2 1937年から1940年にかけて年間6000千キロリットルを超えていた日本の輸入量が、1941年には1000千キロリットル台へと激減した統計デー
タがあります。アメリカが日本に対して、この資源の輸出を全面的に禁止する経済制裁を行った直接的な理由はどれですか。 （2018年 愛知県公立入試

類似）

1. 日本軍が満州事変を起こし、清朝
最後の皇帝を執政としたため

2. 日本が国際連盟の勧告を拒否し、
連盟から脱退したため

3. 日本軍がハワイの真珠湾を奇襲し
、太平洋戦争を開始したため

4. 日本軍がフランス領インドシナ南
部への進駐を強行したため

問3 第一次世界大戦後の国際秩序形成において、日本は国際協調の姿勢を示しました。1920年前後には日本の歳出総額の約半分を占めていた軍事費
の割合が、1930年には約3割まで減少したという統計があります。このように軍備抑制を通じて財政負担を軽減し、国際平和との調和を目指し
て1930年に調印された条約の名称として適切なものはどれですか。 （2021年 島根県公立入試 類似）

1. ワシントン海軍軍縮条約 2. ロンドン海軍軍縮条約 3. サンフランシスコ平和条約 4. ポーツマス条約

問4 1930年代初頭の日本が満州事変から満州国の建国へと突き進んだ背景とその影響について、歴史的な因果関係を正しく説明しているものはどれ
ですか。 （2023年 千葉県公立入試 類似）

1. 満州の主権を完全に中国へ返還す
ることを目的としていたため、国際
連盟から高く評価され、アジアの平
和維持に貢献した。

2. 世界恐慌による不況を打開するた
めの資源確保などを目的としたが、
国際連盟からは自衛行為とは認めら
れず、日本の国際的孤立を招いた。

3. ソ連の進出を阻むために中国政府
と協力して建国された国家であり、
欧米諸国からも正当な防衛手段とし
て承認された。

4. 南満州鉄道の経営権を拡大するた
めに平和的な交渉を重ねた結果、満
州の有力者たちが自主的に日本への
合流を望んで成立した。

問5 1938年に制定された国家総動員法の目的と、その内容について説明したものとして正しいものはどれですか。 （2019年 千葉県公立入試 類似）

1. 農地改革を実施して不在地主から
土地を買い上げ、自作農を増やして
農村を安定させること

2. 社会主義や共産主義の運動を厳し
く取り締まることで、国内の治安と
天皇制を維持すること

3. 日中戦争の長期化に備え、政府が
議会の承認なしに人や物資を戦争に
動員できるようにすること

4. 高度経済成長期の産業発展にとも
なう大気汚染や水質汚濁を防ぐため
、企業の責任を明確にすること

問6 1929年に始まった世界恐慌への対策として、イギリスやフランスがとった政策について説明した文として最も適切なものはどれですか。自国と
植民地の関係に注目して選びなさい。 （2024年 千葉県公立入試 類似）

1. 自国と植民地間の関税を下げ、他
国からの輸入品に高い関税を課すこ
とで、経済圏内の市場を保護しよう
とした。

2. 持たざる国としての立場から、軍
備を拡張して近隣諸国へ侵攻するこ
とで、新たな市場と資源の確保を目
指した。

3. 政府が積極的に市場へ介入し、ダ
ム建設などの公共事業を行うことで
失業者を救済し、国内景気の回復を
図った。

4. 国家主導で五カ年計画を実施し、
農業の集団化と重工業化を推し進め
ることで、資本主義諸国の恐慌の影
響を回避した。

問7 1941年12月、日本軍はハワイの真珠湾を攻撃すると同時に、当時のイギリス領であった地域への上陸を開始し、太平洋戦争が勃発しました。こ
の上陸先となった場所はどこですか。 （2018年 千葉県公立入試 類似）

1. インドネシア 2. ガダルカナル島 3. マレー半島 4. サイパン島

問8 1929年にアメリカのウォール街で株価が暴落したことに端を発する世界恐慌に対し、アメリカ大統領フランクリン・ルーズベルトがとった経済
政策の仕組みとして正しい説明を選びなさい。 （2023年 長崎県公立入試 類似）

1. 五か年計画に基づき、私有財産を
否定して全ての産業を国家の管理下
に置くことで、世界恐慌の影響を完
全に遮断した。

2. ニューディール政策と呼ばれ、ダ
ム建設などの公共事業を行って失業
者に仕事を創出し、政府が積極的に
景気を回復させようとした。

3. 国家総動員法に基づき、議会の承
認なしに物資や労働力を強制的に徴
用することで、軍需産業を活性化さ
せて不況を乗り切ろうとした。

4. ブロック経済と呼ばれ、本国と植
民地の間で排他的な貿易を行うこと
で、自国の経済を他国の安価な製品
から守ろうとした。

問9 1930年代の主要国の経済指標において、ドイツは世界恐慌の発生直後に失業率が約30％まで急上昇しましたが、1933年以降は急速に低下して
います。この時期のドイツにおける失業対策の具体的な内容として適切なものはどれですか。 （2023年 佐賀県公立入試 類似）

1. 公共事業としての高速道路建設や
、再軍備による軍需産業の拡大によ
って雇用を生み出した。

2. 為替相場を操作して輸出を大幅に
増やし、貿易黒字を背景に民間企業
の雇用を促進した。

3. 五か年計画に基づき、国営工場を
建設して農民を労働者として強制的
に配置した。

4. 国際労働機関（ILO）の指導に従
い、労働時間を大幅に短縮すること
でワークシェアリングを導入した。

問10 1930年代の日本における産業構造の変化について、その背景と内容を説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2015年 富山県公立入試 類似）

1. 農業中心の社会から脱却するため
、機械工業の割合を抑えて食料品工
業を産業の中心に据えた。

2. 世界恐慌の影響で工業生産額が激
減したため、政府は繊維や食料品な
どの軽工業を保護する政策に転換し
た。

3. 軍需産業の拡大などに伴い、鉄鋼
・機械・化学などの重化学工業が工
業生産額の半数を超えるようになっ
た。

4. 欧米諸国への輸出を増やす目的で
、軽工業の割合を全体の約7割まで引
き上げる構造改革が行われた。

問11 太平洋戦争下の日本において、生活必需品に対して「配給制」が実施された主な理由として、当時の状況を正しく説明しているものはどれです
か。 （2021年 福岡県公立入試 類似）

1. 戦争の長期化によって軍事用物資
の生産が優先され、民間の物資が極
端に不足したため。

2. 欧米諸国との貿易が活発になり、
安価な輸入品が全国に流通して市場
が混乱したため。

3. 官営の八幡製鉄所が設立され、重
工業製品の生産を国民に広く奨励す
る必要があったため。

4. 文明開化の影響で鉄道が全国に開
通し、都市部での消費を抑制して農
村へ物資を回すため。

問12 日独伊三国同盟が結ばれた1940年（昭和15年）当時の日本の状況について述べた文として、誤っているものを選びなさい。 （2018年 和歌山県公立入試

類似）

1. 資源を求めて東南アジアへの進出
を図る「南進」の動きが強まってい
た。

2. 日中戦争が長期化し、国内では戦
時体制が強化されていた。

3. 国際社会からの孤立を解消するた
め、国際連盟への復帰を果たした。

4. 政党などが解散し、戦争協力のた
めの組織である大政翼賛会が結成さ
れた。



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説
問1 答え 1

国家の利益を最優先し、強力な指導者が独裁
政治を行う。

全体主義（ファシズム）は、社会のすべての分野を国家の統制下に置こうとする政治思想です
。ドイツのナチスやイタリアのファシスト党は、世界恐慌による国民の不安を背景に、強力な
指導者による独裁政治を正当化しました。そこでは、個人の権利や自由よりも「国家」や「民
族」全体の利益が上位に置かれ、言論の自由の弾圧や一党独裁体制が敷かれました。

問2 答え 4
日本軍がフランス領インドシナ南部への進駐
を強行したため

1941年7月、日本軍が資源確保や東南アジアへの影響力拡大を目的にフランス領インドシナ南
部への進駐を行ったことに対し、アメリカは強力な対抗措置として石油の対日輸出を全面的に
禁止しました。当時の日本は石油の大部分をアメリカに依存していたため、この経済制裁は日
本を極めて困難な状況に追い込み、太平洋戦争開戦への大きな要因となりました。なお、真珠
湾攻撃は石油輸出禁止の後に行われた出来事です。

問3 答え 2
ロンドン海軍軍縮条約

1930年に調印されたこの条約は、浜口雄幸内閣のもとで進められた協調外交の成果です。19
20年代から30年代にかけて、日本は国際社会の一員として軍備の制限を受け入れ、膨大な軍
事費を抑制することで国内経済の安定と国際平和の両立を図りました。先行するワシントン会
議では主力艦の制限が主でしたが、この条約では補助艦（巡洋艦や駆逐艦など）の保有量も制
限の対象となりました。

問4 答え 2
世界恐慌による不況を打開するための資源確
保などを目的としたが、国際連盟からは自衛
行為とは認められず、日本の国際的孤立を招
いた。

当時の日本は世界恐慌の影響で経済が深刻な打撃を受けており、軍部を中心に満州を自国の権
益として確保し、経済的な安定やソ連への防衛拠点とすることを目指しました。しかし、軍事
力で満州国を成立させたことは、中国の訴えを受けた国際連盟が派遣したリットン調査団によ
って「自衛行為とは認められない」と報告され、日本はこれに反発して国際連盟を脱退するこ
とになりました。

問5 答え 3
日中戦争の長期化に備え、政府が議会の承認
なしに人や物資を戦争に動員できるようにす
ること

この法律の最大の特徴は、本来必要であるはずの議会の審議・承認という手続きを省略して、
政府が自由に人や物を動かせる権限を持った点にあります。これによって軍需生産が優先され
、国民の自由な経済活動や生活は厳しく制限されるようになりました。選択肢にある治安維持
法（1925年制定）や公害対策基本法（1967年制定）との年代や目的の違いを整理しておくこ
とが重要です。

問6 答え 1
自国と植民地間の関税を下げ、他国からの輸
入品に高い関税を課すことで、経済圏内の市
場を保護しようとした。

イギリスやフランスなどの広大な植民地を持つ国々は、自国と植民地を一つの経済的なまとま
り（ブロック）とし、その内部では関税を安くして貿易を活発にする一方、圏外の国々に対し
ては高い関税を課して製品を排除する「ブロック経済」を展開しました。これにより自国の経
済を守ろうとしましたが、結果として国際貿易は著しく縮小することになりました。

問7 答え 3
マレー半島

太平洋戦争の開戦時、日本軍はアメリカの真珠湾を奇襲するのとほぼ同時に、東南アジアの資
源確保を目指してイギリス領のマレー半島に上陸しました。これにより日本はアメリカやイギ
リスなどとの全面的な戦争に突入しました。サイパン島やインドネシアも後に戦地となります
が、開戦の口火を切った上陸地点としてはマレー半島が正解です。

問8 答え 2
ニューディール政策と呼ばれ、ダム建設など
の公共事業を行って失業者に仕事を創出し、
政府が積極的に景気を回復させようとした。

世界恐慌に直面したアメリカは、従来の「自由放任」の経済姿勢を改め、政府が市場を管理・
介入する手法を取りました。これが「新規まき直し」を意味するニューディール政策です。テ
ネシー川流域開発公社（TVA）による大規模なダム建設などがその代表例です。ブロック経済
は主にイギリスやフランスがとった対策であり、五か年計画はソ連の社会主義体制による政策
です。

問9 答え 1
公共事業としての高速道路建設や、再軍備に
よる軍需産業の拡大によって雇用を生み出し
た。

統計的に見ると、1933年のナチ党政権誕生を境にドイツの失業者数は劇的に減少しています
。これは、ヒトラーが実施した「アウトバーン」と呼ばれる高速道路網の建設などの大規模な
公共事業と、国際連盟を脱退した後の再軍備宣言に伴う軍事関連の増産が主な要因です。これ
らを通じて政府が直接的・間接的に雇用を創出しましたが、その財源は将来の戦争を前提とし
た借入金に依存していました。

問1
0

答え 3
軍需産業の拡大などに伴い、鉄鋼・機械・化
学などの重化学工業が工業生産額の半数を超
えるようになった。

1930年代の日本は、満州事変以降の軍事進出に伴って軍需産業が急速に拡大しました。1929
年時点では繊維工業などの軽工業が工業生産額の約7割を占めていましたが、1938年には鉄鋼
や機械といった重化学工業の割合が5割を超え、産業構造の主役が交代しました。この一連の
変化を重化学工業化と呼びます。

問1
1

答え 1
戦争の長期化によって軍事用物資の生産が優
先され、民間の物資が極端に不足したため。

1938年に国家総動員法が制定されると、人や物資が強制的に戦争へ動員されるようになりま
した。軍事優先の経済体制となったことで、一般国民向けの衣料や食料は厳しく制限され、自
由な売買ではなく政府による割り当てが必要となりました。八幡製鉄所の設立や鉄道の開通は
明治時代の出来事であり、戦時下の統制経済とは関係がありません。

問1
2

答え 3
国際社会からの孤立を解消するため、国際連
盟への復帰を果たした。

1940年当時、日本は1933年に国際連盟の脱退を表明して以降、国際的な孤立を深めていまし
た。国内では近衛文麿内閣のもとで大政翼賛会が組織されるなど、戦争に向けた挙国一致体制
が作られており、国際連盟に復帰したという事実は認められません。



いちごドリルプリント

昭和時代（戦前） 名前

問1 1920年代から1930年代にかけてのイタリアでは、民主主義を否定して一党独裁体制を築く「ファシズム」が台頭しました。この体制を確立し
、1935年に領土拡大を目的として東アフリカのエチオピアへ侵攻を開始した指導者は誰ですか。 （2021年 佐賀県公立入試 類似）

1. フランコ 2. ヒトラー 3. スターリン 4. ムッソリーニ

問2 1939年、ナチス・ドイツがポーランドへの侵攻を開始する直前に、ソ連との間で締結した条約は何ですか。この条約の締結により、ドイツは背
後（東側）からの攻撃を懸念することなく侵攻を進めることが可能となりました。 （2025年 山梨県公立入試 類似）

1. 独ソ不可侵条約 2. ベルサイユ条約 3. 日独伊三国同盟 4. 日ソ中立条約

問3 1932年に海軍の青年将校らが首相官邸を襲撃し、当時の首相であった犬養毅を暗殺した事件と、その政治的な影響について述べたものとして最
も適切な説明を選択してください。 （2016年 福岡県公立入試 類似）

1. この事件は五・一五事件と呼ばれ
、それまで約8年間にわたって続いて
いた「政党の党首が首相となって内
閣を組織する」という慣例が途絶え
ることとなった。

2. この事件によって国家総動員法が
制定され、国民を強制的に軍需工場
へと動員する法的根拠が整備される
こととなった。

3. この事件は二・二六事件と呼ばれ
、陸軍の将校らが大臣らを殺害した
ことで、軍部を抑えるために政党内
閣の権限が強化されることとなった
。

4. この事件をきっかけに、日本は国
際社会での孤立を避けるために国際
連盟からの脱退を決定し、独自の外
政を展開するようになった。

問4 1930年に調印されたロンドン海軍軍縮条約の内容とその歴史的意義について述べた文として、最も適切なものはどれですか。 （2021年 島根県公立入試

類似）

1. 主力艦の建造を禁止する代わりに
、航空機や戦車の増産を各国に義務
づけた。

2. 国際連盟からの脱退を条件に、戦
艦の保有比率をイギリス・アメリカ
と同等にした。

3. 補助艦の保有量を制限することで
軍事費を抑制し、国際平和との調和
を目指した。

4. 日本の軍事費を歳出総額の5割以
上に引き上げ、軍備拡大による景気
回復を図った。

問5 1930年代のイギリスやフランスによるブロック経済が、当時の国際情勢に与えた影響について述べた文として、最も適切なものはどれですか。
（2024年 千葉県公立入試 類似）

1. ソ連がこの経済圏に加わったこと
で、社会主義経済と資本主義経済の
融合が図られた。

2. アメリカ合衆国が仲介役となり、
イギリスとフランスの対立を解消し
て世界恐慌を終結させた。

3. 世界中の関税が撤廃されたことで
、アジアやアフリカの植民地におけ
る工業化が急速に進んだ。

4. 国際的な貿易額が大幅に減少し、
植民地を十分に持たないドイツや日
本などの不満が高まった。

問6 1930年代以降の日本の外交や戦争の背景について述べた文として、正しいものはどれですか。 （2020年 佐賀県公立入試 類似）

1. 国際連盟を脱退した直後に、日本
はアメリカの真珠湾を攻撃して第二
次世界大戦に参戦した。

2. 真珠湾攻撃によって日中戦争が始
まり、これをきっかけに日本は国際
連盟から脱退することになった。

3. 盧溝橋での衝突によって太平洋戦
争が始まり、その後日本は国際的な
批判を避けるために国際連盟を脱退
した。

4. 満州事変に関するリットン調査団
の報告書が国際連盟で採択されたこ
とに反発し、日本は国際連盟を脱退
した。

問7 1932年に日本軍（関東軍）が建国を宣言させた満州国において、国際的な正当性を主張するために、日本の後押しを受けて元首に就任した人物
は誰ですか。 （2017年 千葉県公立入試 類似）

1. 毛沢東 2. 孫文 3. 蒋介石 4. 溥儀

問8 1929年から1933年にかけて、アメリカの失業率は数％から約25％へと急激に上昇しましたが、その後、1936年にかけては徐々に低下する傾向
が見られました。この失業率が低下に転じた背景にある、当時のアメリカの経済政策の仕組みとして最も適切なものを答えなさい。 （2025年

埼玉県公立入試 類似）

1. 国家が全ての生産活動を管理し、
重工業化と農業の集団化を強制的に
進めることで経済成長を目指した。

2. 政府がダム建設などの大規模な公
共事業に予算を投じ、失業者の雇用
を直接創出することで景気の底上げ
を図った。

3. 減税と規制緩和を徹底することで
、企業の自由な競争を促し、市場の
自然な回復を待つ手法をとった。

4. 本国と植民地との間で関税を高く
設定し、外国製品を排除して自国経
済を保護しようとした。

問9 1938年に制定された国家総動員法に基づき、政府が国民を強制的に労働力として動員し、軍需工場などで働かせたことを何といいますか。
（2024年 鳥取県公立入試 類似）

1. 地租改正 2. 徴用 3. 学制 4. 治安維持

問10 1945年の第二次世界大戦末期、世界で初めて原子爆弾が投下された都市の場所と名称について述べた文として、正しいものはどれか。なお、そ
の都市は本州西部の瀬戸内海沿岸、中国地方に位置しているものとする。 （2026年 北海道公立入試 類似）

1. 長崎 2. 仙台 3. 広島 4. 新潟

問11 昭和金融恐慌の際、銀行に押し寄せる人々への支払いに充てる現金を至急確保するため、日本銀行がとった異例の対応として正しいものはどれ
ですか。 （2023年 熊本県公立入試 類似）

1. 硬貨の原料となる銅を節約するた
め、陶器製の貨幣を大量に流通させ
た

2. 偽造防止を優先し、透かしの技術
を極限まで高めた新紙幣を数年かけ
て開発した

3. 印刷の時間を短縮するため、裏面
が白紙のままの二百円札を発行した

4. 紙幣の代わりに、政府が発行する
「米切手」を強制的に使用させた

問12 近代のアジアにおいて、孫文が清を倒して中華民国を建国する際に掲げた「三民主義」の背景や内容について、正しく説明しているものはどれ
ですか。 （2025年 茨城県公立入試 類似）

1. 南北戦争による混乱を収拾するた
め、人種の平等と奴隷制度の完全廃
止を世界に宣言することを目指した
。

2. 第二次世界大戦の悲劇を繰り返さ
ないよう、国際連盟を設立して世界
平和を維持することを目指した。

3. 日本の岩倉使節団の成功に倣い、
欧米の植民地支配を受け入れること
で近代化を図ることを目指した。

4. 民族の独立、民権の伸長、民生の
安定を柱とし、アジアで最初の共和
国を樹立することを目指した。

問13 日本の国家予算における軍事費が急激に増大していた1930年代後半の状況において、1937年に発生した盧溝橋事件について述べた文として最
も適切なものはどれですか。 （2023年 徳島県公立入試 類似）

1. 北京郊外での軍事衝突を機に、宣
戦布告のないまま全面的な日中戦争
へと発展した。

2. 第一次世界大戦の最中に、中国で
の権益を強めるため二十一か条の要
求を突きつけた。

3. 南満州鉄道の線路が爆破されたこ
とを中国軍の仕業とし、満州事変を
引き起こした。

4. ロシアの南下政策に対抗するため
、朝鮮半島と満州の権益をめぐって
開戦した。



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説
問1 答え 4

ムッソリーニ
第一次世界大戦後のイタリアでは、社会の混乱を背景にムッソリーニ率いるファシスト党が政
権を握りました。ムッソリーニは独裁政治を行い、1935年には東アフリカのエチオピアを侵
略しました。同様に独裁体制を敷いたドイツのヒトラーとしばしば混同されますが、イタリア
の指導者はムッソリーニであることを区別して覚える必要があります。

問2 答え 1
独ソ不可侵条約

ヒトラー率いるナチス・ドイツは、ポーランド侵攻に際してソ連（社会主義国）との対立を一
時的に避けるため、互いに攻撃しないことを約束した独ソ不可侵条約を締結しました。この外
交的な地ならしを終えた直後にポーランドへ侵攻したことが、第二次世界大戦の直接的な引き
金となりました。なお、日独伊三国同盟は1940年に結ばれた軍事同盟です。

問3 答え 1
この事件は五・一五事件と呼ばれ、それまで
約8年間にわたって続いていた「政党の党首
が首相となって内閣を組織する」という慣例
が途絶えることとなった。

世界恐慌による経済不況の中で、政党政治や財閥への不満を募らせた海軍の青年将校らが五・
一五事件を引き起こしました。この事件で犬養毅首相が暗殺されたことにより、1924年の加
藤高明内閣から続いていた「憲政の常道」と呼ばれる政党政治の仕組みが崩れ、以降は軍人や
官僚が中心となって内閣を組織する時代へと移り変わりました。

問4 答え 3
補助艦の保有量を制限することで軍事費を抑
制し、国際平和との調和を目指した。

ロンドン海軍軍縮条約は、主力艦に続き補助艦の保有量を制限することを目的としていました
。これは当時の世界的な潮流であった軍備抑制と国際協調を具体化したものであり、日本国内
においても軍事費の削減による財政負担の軽減という重要な役割を果たしました。この条約の
調印は、のちに「統帥権干犯問題」として軍部からの激しい反発を招くことになります。

問5 答え 4
国際的な貿易額が大幅に減少し、植民地を十
分に持たないドイツや日本などの不満が高ま
った。

ブロック経済は特定の国々による囲い込み政策であったため、世界全体の貿易額を減少させ、
世界恐慌を長期化させる一因となりました。特に、ブロック経済から排除された「持たざる国
」であるドイツ、イタリア、日本などは経済的な苦境に立たされ、それまでの国際秩序を打破
しようと軍事的な進出を強める結果を招きました。

問6 答え 4
満州事変に関するリットン調査団の報告書が
国際連盟で採択されたことに反発し、日本は
国際連盟を脱退した。

1931年に始まった満州事変について、国際連盟が派遣したリットン調査団は、日本の軍事行
動を自衛とは認めない報告書を提出しました。1933年に国際連盟総会でこの報告書が採択さ
れたことを不服として、日本は連盟脱退を通告しました。日中戦争のきっかけとなった盧溝橋
事件は1937年、太平洋戦争のきっかけとなった真珠湾攻撃は1941年の出来事であり、連盟脱
退よりも後のことである点に注意が必要です。

問7 答え 4
溥儀

清の最後の皇帝であった溥儀を元首（のちに皇帝）に立てることで、満州国が清の再興である
かのような形を整えようとしました。しかし、実際には関東軍が実権を握る傀儡（かいらい）
国家としての性格が強いものでした。

問8 答え 2
政府がダム建設などの大規模な公共事業に予
算を投じ、失業者の雇用を直接創出すること
で景気の底上げを図った。

世界恐慌による失業率の急増を抑えるため、アメリカはニューディール政策（新規まき直し）
を採用しました。この政策の中核は、政府が膨大な資金を投入してダム建設などの公共事業を
行い、仕事がない人々に雇用を提供することにありました。この結果、失業者に賃金が支払わ
れ、国民の消費が活性化することで、統計上も1933年以降に失業率の改善が見られました。

問9 答え 2
徴用

国家総動員法は、戦争遂行のために必要な人的・物的資源を政府が自由にコントロールするこ
とを目的としていました。その具体的な仕組みの一つが「徴用」であり、一般の国民が政府の
命令によって強制的に軍需産業などの労働力として駆り出されました。この時期、国家予算に
おける軍事費の割合は日を追うごとに高まり、国民生活は厳しく制限されることとなりました
。

問1
0

答え 3
広島

1945年8月6日、アメリカ合衆国によって世界で初めて原子爆弾が投下されたのは広島です。
地理的条件として、中国地方の瀬戸内海に面した位置にあるという特徴も重要です。よく混同
される長崎は九州地方に位置し、投下日は8月9日であるという違いを明確に区別する必要があ
ります。

問1
1

答え 3
印刷の時間を短縮するため、裏面が白紙のま
まの二百円札を発行した

取り付け騒ぎに対応するため、政府は支払猶予令（モラトリアム）を出して一時的に銀行を休
業させ、その間に大量の現金を準備しました。しかし、通常の紙幣印刷では間に合わなかった
ため、急遽、裏面が白紙のままで印刷された二百円札などが発行され、山積みにして窓口に見
せることで預金者の不安を鎮めようとしました。

問1
2

答え 4
民族の独立、民権の伸長、民生の安定を柱と
し、アジアで最初の共和国を樹立することを
目指した。

20世紀初頭の中国では、清の支配が弱まり列強の進出が激しくなっていました。孫文は「民族
・民権・民生」からなる三民主義を唱え、1911年に始まった辛亥革命を指導しました。その
結果、1912年に清が滅亡し、アジアで最初の共和国である中華民国が成立しました。これは
、アメリカの南北戦争や第二次世界大戦とは異なる、アジアにおける近代化と民主化の大きな
転換点です。

問1
3

答え 1
北京郊外での軍事衝突を機に、宣戦布告のな
いまま全面的な日中戦争へと発展した。

当時の日本は軍事費を増大させながら大陸への勢力拡大を推し進めていました。盧溝橋事件に
よる衝突は、正式な宣戦布告がなされないまま、日本と中国との間の全面的な戦争（日中戦争
）へとつながりました。選択肢にある柳条湖事件（1931年）や第一次世界大戦時の要求（19
15年）、日露戦争（1904年）など、他の対外紛争との時期的な違いを把握することが重要で
す。



いちごドリルプリント

昭和時代（戦前） 名前

問1 1929年の世界恐慌後、アメリカ合衆国などの資本主義諸国が深刻な不況に陥る中で、ソ連がその影響をほとんど受けずに鉱工業生産を増大させ
ることができた理由として、最も適切な説明はどれですか。 （2017年 大分県公立入試 類似）

1. ニューディール政策を実施し、ダ
ム建設などの公共事業によって失業
者を救済したから。

2. 金本位制を維持し、自由貿易を推
進することで国際市場での競争力を
高めたから

3. イギリスやフランスと同様に、本
国と植民地を囲い込むブロック経済
を形成して対抗したから。

4. 社会主義体制のもとで、国家が作
成した五か年計画に基づいて計画的
に経済運営が行われていたから。

問2 20世紀前半、世界恐慌下のアメリカ合衆国で行われたニューディール政策と、当時のニューヨークの発展について述べた文として正しいものは
どれですか。 （2022年 東京都公立入試 類似）

1. フランクリン・ローズベルト大統
領のもと、公共事業として公園の整
備が進められるとともに、300mを
超える超高層ビルが次々と建設され
た。

2. 産業革命に伴う急速な人口流入に
対応するため、都市中心部から工場
を排除し、郊外に田園都市を建設す
る計画が優先された。

3. 絶対王政の強力な権力を背景に、
ウィーンに見られるような壮麗な宮
殿や大規模な広場を中心とした都市
景観が形成された。

4. 第二次世界大戦後の冷戦期におけ
るロンドンのように、戦災復興を目
的とした大規模な集合住宅の建設が
都市開発の主流となった。

問3 太平洋戦争が勃発した後の日本の国内状況において、兵力不足を補うために実施された「学徒出陣」の説明として適切なものはどれですか。
（2025年 和歌山県公立入試 類似）

1. 中学生や女学生を軍需工場などの
労働力として動員し、兵器の生産に
従事させたこと。

2. 満州国の建国を安定させるため、
若者たちを「満蒙開拓青少年義勇軍
」として大陸へ送り出したこと。

3. 小学校（国民学校）の児童たちを
、空襲を避けるために都市部から農
村部へと集団で移住させたこと。

4. 大学や専門学校に在籍していた文
科系学生などの徴兵猶予を停止し、
軍隊へ召集して戦場へ送ったこと。

問4 1930年代後半のヨーロッパ情勢と第二次世界大戦の開始に関する説明として、最も適切なものはどれですか。 （2023年 長崎県公立入試 類似）

1. ドイツが永世中立国であったスイ
スに侵攻したため、国際連盟が即座
に軍事制裁を決定し、大戦へと発展
した。

2. ドイツによるポーランドへの軍事
侵攻を受け、イギリスやフランスが
宣戦布告したことで大戦が始まった
。

3. ドイツとスペインが軍事同盟を締
結し、共同でフランスへの攻撃を開
始したことが大戦の直接の引き金と
なった。

4. ドイツによるオランダ占領に対し
、アジアの植民地を守ろうとした日
本がドイツに宣戦布告したことで始
まった。

問5 1937年に北京郊外で発生した盧溝橋事件をきっかけとして始まった、日本と中国との間の全面的な戦争の名称として正しいものを選びなさい。
（2017年 愛媛県公立入試 類似）

1. 日中戦争 2. 日露戦争 3. 朝鮮戦争 4. 太平洋戦争

問6 1929年に始まった世界恐慌への対策として、イギリスやフランスがとった政策について説明した文として最も適切なものはどれですか。自国と
植民地の関係に注目して選びなさい。 （2024年 千葉県公立入試 類似）

1. 持たざる国としての立場から、軍
備を拡張して近隣諸国へ侵攻するこ
とで、新たな市場と資源の確保を目
指した。

2. 自国と植民地間の関税を下げ、他
国からの輸入品に高い関税を課すこ
とで、経済圏内の市場を保護しよう
とした。

3. 政府が積極的に市場へ介入し、ダ
ム建設などの公共事業を行うことで
失業者を救済し、国内景気の回復を
図った。

4. 国家主導で五カ年計画を実施し、
農業の集団化と重工業化を推し進め
ることで、資本主義諸国の恐慌の影
響を回避した。

問7 1945年8月15日の正午、昭和天皇がラジオを通じて、連合国によるポツダム宣言の受諾と日本の敗戦を国民に伝えた放送を何といいますか。
（2022年 京都府公立入試 類似）

1. 大政奉還の布告 2. ポツダム宣言の朗読 3. 玉音放送 4. 人間宣言

問8 満州事変とその後の国際社会の反応に関する説明において、当時の状況を正しく説明しているものを選びなさい。 （2021年 徳島県公立入試 類似）

1. 国際連合が安全保障理事会を開催
し、日本に対して多国籍軍を派遣し
た。

2. リットン調査団が日本の満州国建
国を全面的に支持し、国際連盟がこ
れを承認した。

3. GHQが事実調査を行い、南満州鉄
道の爆破を日本軍の工作と断定した
。

4. 国際連盟がリットン調査団を派遣
し、日本の軍事行動が不当であると
判断した。

問9 世界恐慌が発生した際、日本からアメリカへの生糸輸出が激減したことにより、日本の社会にどのような影響が及んだと考えられますか。その
仕組みとして正しいものを選択してください。 （2026年 福岡県公立入試 類似）

1. 輸出額の減少を補うために政府が
株価を買い支えた結果、日本国内の
株価が上昇し、好景気が続いた。

2. 最大の輸出先であるアメリカへの
生糸輸出額が激減したことで、繭を
生産していた農家の収入が絶たれ、
農村部が深刻な不況に陥った。

3. 生糸の輸出が減った分、国内での
絹製品の消費が爆発的に増加し、都
市部の景気が急速に回復するきっか
けとなった。

4. アメリカに代わる輸出先としてフ
ランスへの輸出額が急増したため、
養蚕業に携わる人々の賃金が大幅に
引き上げられた。

問10 1945年8月、日本に対して2発の原子爆弾が投下されました。8月6日の広島に続き、8月9日に原子爆弾が投下された、九州地方の西部に位置す
る都市はどこですか。 （2026年 北海道公立入試 類似）

1. 長崎 2. 鹿児島 3. 広島 4. 沖縄

問11 昭和初期の世界恐慌下において、日本の養蚕業が衰退し、農村が窮乏した背景を説明したものとして最も適切なものはどれか。 （2018年

群馬県公立入試 類似）

1. 都市部での米不足によって米騒動
が発生し、政府が農産物の取引を制
限したため

2. 国会期成同盟が結成され、農民が
政治運動に集中して農業生産が停滞
したため

3. 第一次世界大戦による大戦景気が
続き、農村から都市部へ労働力が過
剰に流出したため

4. 最大の輸出先であったアメリカで
の生糸需要が冷え込み、原料価格が
急落したため

問12 1930年に大型貨客船として完成した船舶が、1941年の太平洋戦争開戦直前に病院船へと用途変更された事例のように、1930年代後半から日本
の社会は急速に戦時体制へと塗り替えられていきました。この時期、経済や国民生活に対して行われた統制の仕組みについて、正しい説明はど
れか。 （2015年 岡山県公立入試 類似）

1. 国家総動員法にもとづき、戦時下
の需要を満たすために人や物資の強
制動員が進められ、統制経済が強化
された。

2. 労働組合をすべて解散させ、各職
場に大政翼賛会の支部を設置するこ
とで、軍需生産の効率化を最優先と
した。

3. 治安維持法を新たに制定すること
で、社会主義者だけでなく自由主義
的な言論も厳しく制限し、挙国一致
の体制を作った。

4. 教育勅語を発布することで、天皇
への忠誠と孝行を国民の道徳的義務
として義務づけ、国民の戦意高揚を
図った。



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説
問1 答え 4

社会主義体制のもとで、国家が作成した五か
年計画に基づいて計画的に経済運営が行われ
ていたから。

ソ連は当時、世界で唯一の社会主義国であり、独自の「五か年計画」を推進していました。世
界恐慌は資本主義経済の仕組みの中で発生したため、資本主義市場と切り離された計画経済を
行っていたソ連は、その悪影響を回避することができました。同時期の統計資料でも、アメリ
カの生産指数が恐慌後に激減しているのに対し、ソ連の生産指数は一貫して右肩上がりで成長
していることが示されます。

問2 答え 1
フランクリン・ローズベルト大統領のもと、
公共事業として公園の整備が進められるとと
もに、300mを超える超高層ビルが次々と建
設された。

世界恐慌後のニューヨークでは、ニューディール政策の一環として公園整備などの公共事業が
積極的に行われました。これと並行して、エンパイア・ステート・ビルディングに代表される
300m級の超高層ビルが相次いで建設され、現代的な大都市としての景観が完成しました。ウ
ィーンの宮殿は絶対王政期、ロンドンの復興は主に第二次世界大戦後の特徴です。

問3 答え 4
大学や専門学校に在籍していた文科系学生な
どの徴兵猶予を停止し、軍隊へ召集して戦場
へ送ったこと。

1941年の真珠湾攻撃から始まった太平洋戦争が長期化・激化する中で、戦死者の増加により
兵員が著しく不足しました。そのため、それまで学業を優先して徴兵が猶予されていた大学生
などの学生が、1943年から軍隊に召集されるようになりました。これが学徒出陣です。なお
、児童を避難させるのは「学童疎開」、学生を工場で働かせるのは「勤労動員」と呼ばれ、区
別する必要があります。

問4 答え 2
ドイツによるポーランドへの軍事侵攻を受け
、イギリスやフランスが宣戦布告したことで
大戦が始まった。

1930年代、ドイツはオーストリア併合やチェコスロバキアの一部割譲など、領土拡張を強行
していました。イギリスやフランスは当初、戦争を避けるためにこれを黙認する「宥和（ゆう
わ）政策」をとっていましたが、1939年のポーランド侵攻に至り、これ以上の拡大を阻止す
るために参戦を決定しました。これにより、一国間の紛争が世界規模の戦争へと拡大しました
。

問5 答え 1
日中戦争

1937年7月、北京郊外の盧溝橋で日本軍と中国軍が衝突した「盧溝橋事件」が契機となりまし
た。日本側は不拡大方針を掲げつつも増援を送り、結果として戦火は中国北部の華北から上海
、さらには当時の首都であった南京へと拡大し、長期にわたる全面的な戦争へと発展しました
。

問6 答え 2
自国と植民地間の関税を下げ、他国からの輸
入品に高い関税を課すことで、経済圏内の市
場を保護しようとした。

イギリスやフランスなどの広大な植民地を持つ国々は、自国と植民地を一つの経済的なまとま
り（ブロック）とし、その内部では関税を安くして貿易を活発にする一方、圏外の国々に対し
ては高い関税を課して製品を排除する「ブロック経済」を展開しました。これにより自国の経
済を守ろうとしましたが、結果として国際貿易は著しく縮小することになりました。

問7 答え 3
玉音放送

太平洋戦争（第二次世界大戦）を終結させるにあたり、昭和天皇の肉声が録音されたレコード
がラジオ放送で流されました。当時、テレビはまだ実用化されておらず、ラジオが最も広範に
普及していた情報伝達手段であったため、この方法が選ばれました。天皇の肉声が放送される
のは当時の国民にとって初めてのことであり、日本の終戦を象徴する歴史的な出来事となりま
した。

問8 答え 4
国際連盟がリットン調査団を派遣し、日本の
軍事行動が不当であると判断した。

満州事変後、中国の提訴を受けて国際連盟が調査に乗り出しました。派遣されたリットン調査
団は、日本が主張していた「鉄道爆破は中国軍によるもの」という見解に対し、日本の軍事行
動は自衛の範囲を超えていると結論づけました。GHQは戦後改革を行う組織であり、国際連合
は戦後に発足した組織であるため、時代背景の区別が重要です。

問9 答え 2
最大の輸出先であるアメリカへの生糸輸出額
が激減したことで、繭を生産していた農家の
収入が絶たれ、農村部が深刻な不況に陥った
。

世界恐慌によってアメリカ向けの生糸輸出額が短期間で約半分にまで落ち込んだことは、単な
る貿易の問題に留まりませんでした。生糸の原料となる繭を生産していた農家は現金収入を失
い、欠食児童や娘の身売りが問題となるほどの深刻な農村不況（農業恐慌）を引き起こしまし
た。このように、特定の国への輸出依存が経済的なリスクとなった事例です。

問1
0

答え 1
長崎

太平洋戦争末期の1945年、アメリカ合衆国によって世界で初めて核兵器が実戦使用されまし
た。8月6日に広島、その3日後の8月9日には長崎に原子爆弾が投下され、多くの市民が犠牲と
なりました。この未曾有の被害と、同日に始まったソ連の対日参戦などを受け、日本はポツダ
ム宣言の受諾を決定しました。

問1
1

答え 4
最大の輸出先であったアメリカでの生糸需要
が冷え込み、原料価格が急落したため

1930年頃の日本は、外貨を獲得するための主要な輸出商品として生糸（シルク）を重視して
おり、その大半をアメリカへ輸出していました。アメリカを端緒とする世界恐慌により、アメ
リカ国内で贅沢品である生糸の消費が落ち込んだため、原料となるまゆの価格が暴落しました
。これにより農村の現金収入が途絶え、欠食児童や娘の身売りが社会問題化するほどの深刻な
打撃を日本の農村社会に与えることとなりました。

問1
2

答え 1
国家総動員法にもとづき、戦時下の需要を満
たすために人や物資の強制動員が進められ、
統制経済が強化された。

1938年に制定された国家総動員法は、日中戦争の激化に対応するための「総力戦体制」の基
盤となりました。これにより、物資の配給制や価格の公定などの統制経済が始まり、民間の船
舶が病院船や徴用船として軍事利用されるなど、民間のあらゆる資源が戦争遂行のために優先
されるようになりました。



いちごドリルプリント

昭和時代（戦前） 名前

問1 日本が中国東北部を占領して満州国を建国したことに対する、当時の国際社会の反応とその後の日本の行動として正しい説明はどれですか。
（2021年 神奈川県公立入試 類似）

1. 国際連盟が派遣したリットン調査
団の報告に基づき、満州国が承認さ
れなかったため、日本は国際連盟を
脱退した。

2. 国際連盟は満州の建国を日本の自
衛権の行使として認め、日本と共同
で地域の開発を行うことを決定した
。

3. 国際連盟の勧告により、日本は満
州国を解体して中国に返還し、中国
との和平協定を結んだ。

4. ソ連が満州国の建国を真っ先に承
認したため、日本はソ連と日ソ中立
条約を締結し、北方の安全を確保し
た。

問2 1920年代後半から1930年代にかけての世界の動向をまとめた記録において、1929年の世界恐慌への対策として行われた「ニューディール政策
」に関連する記述として、正しい事柄はどれですか。 （2026年 長野県公立入試 類似）

1. フーバー大統領が、特定の語句の
使用を制限して自由貿易を促進した
。

2. ローズベルト大統領が、ダム建設
などの公共事業による雇用対策を行
った。

3. ヒトラーが、ナチスを率いて自国
と植民地によるブロック経済を完成
させた。

4. ムッソリーニが、エチオピアに侵
攻することで失業者を軍隊に吸収し
た。

問3 世界恐慌期のアメリカの経済統計において、1933年頃をピークに20％を超えていた失業率が、1930年代後半にかけて徐々に低下していった背
景にある考え方として正しいものはどれですか。 （2020年 神奈川県公立入試 類似）

1. 金本位制を維持し、通貨の価値を
安定させることで国際貿易の回復を
最優先した。

2. 徹底的な軍備拡張を行い、周辺諸
国への侵攻によって領土と資源を確
保し、不況を克服した。

3. 政府が公共事業に多額の予算を投
じ、人々の購買力を高めることで景
気を刺激しようとした。

4. 植民地との貿易を独占する経済圏
をつくり、他国の商品を排除するこ
とで国内の労働者を守った。

問4 第1次世界大戦後の国際情勢において、1921年から開催されたワシントン会議が日米関係に与えた影響について述べたものとして正しいものは
どれですか。 （2023年 滋賀県公立入試 類似）

1. アメリカの主導により日英同盟の
廃止が決定され、太平洋における協
力体制から日米間の対立が深まる局
面へと移行した。

2. ニューヨークでの株価大暴落によ
る世界恐慌の発生を受け、日米が協
力して軍備を拡大する方針を固めた
。

3. 岩倉使節団以来の懸案であった不
平等条約がこの会議で完全に撤廃さ
れ、日米の軍事同盟が新たに締結さ
れた。

4. アメリカが日本の満州進出を全面
的に支援することを約束し、東アジ
アにおける日米の共同統治が始まっ
た。

問5 1929年にニューヨークの株式市場で株価が暴落したことをきっかけに始まった世界恐慌は、当時の日本の経済にも深刻な影響を与えました。こ
の世界恐慌および日本における昭和恐慌が発生した時期を、日本の歴史的出来事の流れに沿って説明したものとして、最も適切なものはどれか
。 （2020年 岩手県公立入試 類似）

1. 第一次世界大戦による好景気が落
ち着いた1915年以降から、第二次世
界大戦を経て日本が独立を回復する1
950年ごろまでの時期

2. 明治維新による近代化が進められ
ていた1860年代から、日清戦争後の
1900年ごろまでの時期

3. 日英同盟が結ばれた1900年ごろ
から、第一次世界大戦中に日本が対
華21カ条要求を出した1915年ごろま
での時期

4. 朝鮮戦争による特需景気が始まっ
た1950年ごろから、大阪万博が開催
された1970年までの時期

問6 1937年に始まった日中戦争が長期化する中、1940年に日本が同盟を結んだ背景や影響に関する説明として最も適切なものを、次の選択肢から1
つ選びなさい。 （2025年 熊本県公立入試 類似）

1. 浜口雄幸内閣のもとで軍縮交渉を
有利に進めるため、ヨーロッパ諸国
との協力関係が構築された。

2. シベリア出兵によって悪化した対
外関係を修復するため、東南アジア
の諸国と軍事同盟が結ばれた。

3. 五・一五事件による国内の軍事的
混乱を解消するため、国際連盟との
連携が強化された。

4. ヨーロッパで優勢にあったドイツ
などと結び、アメリカやイギリスを
牽制することを狙って日独伊三国同
盟が締結された。

問7 1931年に発生した満州事変を調査するために国際連盟が派遣したリットン調査団は、日本の軍事行動を自衛とは認めず、満州国の承認を否定す
る報告書を提出しました。この報告書が国際連盟の総会で採択されたことを受け、日本が1933年に行った行動として適切なものはどれですか。
（2016年 富山県公立入試 類似）

1. 国際連盟からの脱退を宣言した 2. 日中戦争の停戦合意に署名した 3. 国際連合への加盟を申請した 4. 満州国を解体し、軍を撤退させた

問8 1930年代の日本の工業において、1931年頃を境に工業総生産額の統計で軽工業の伸びが停滞する一方で、重化学工業の生産額が急激に上昇し
て過半数を占めるようになりました。このような産業構造の転換が起こった主な理由として正しいものはどれですか。 （2020年 大分県公立入試 類似）

1. 満州事変などの発生に伴い、戦争
に必要な兵器や軍需品を生産する必
要が高まったため

2. 国民の生活水準が向上し、衣類や
食品などの生活用品の需要が大幅に
拡大したため

3. 世界恐慌による打撃を回復させる
ため、農業中心の社会へと回帰する
政策がとられたため

4. 欧米諸国との自由貿易を促進し、
安価な原材料を大量に輸入できるよ
うになったため

問9 第二次世界大戦時のドイツは、国際的な提携関係を強化するために日本を含む三カ国で軍事同盟を締結しました。このとき、ドイツ・日本と共
に同盟を構成したもう一つの国はどこですか。 （2022年 京都府公立入試 類似）

1. ソ連（ソビエト社会主義共和国連
邦）

2. イタリア 3. イギリス 4. アメリカ合衆国

問10 日清戦争直前の朝鮮半島をめぐる国際関係について、当時の状況を正しく説明しているものはどれですか。 （2024年 石川県公立入試 類似）

1. 日本と清が朝鮮での影響力を争う
一方で、ロシアが南下政策によって
東アジアへの勢力拡大をうかがって
いた。

2. 日本と清が対立を解消して同盟を
結び、ロシアの南下政策を武力で完
全に阻止した。

3. アメリカが調停役となり、日本と
清が協力してロシアの東アジア進出
を阻止しようとしていた。

4. イギリスが清と軍事同盟を結び、
日本とロシアによる朝鮮半島の分割
統治を提案していた。

問11 1929年のニューヨークにおける株価暴落から始まった世界恐慌は、日本経済に深刻な影響を及ぼしました。当時の日本の統計において、1928
年に約7億3千万円だった輸出額が1931年には約3億5千万円へと半減した、日本を代表する輸出商品と、その最大の輸出先であった国の組み合
わせとして正しいものを選びなさい。 （2021年 福岡県公立入試 類似）

1. 茶 ― フランス 2. 鉄鋼 ― 中国 3. 生糸 ― アメリカ合衆国 4. 綿糸 ― イギリス



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説
問1 答え 1

国際連盟が派遣したリットン調査団の報告に
基づき、満州国が承認されなかったため、日
本は国際連盟を脱退した。

中国側の訴えを受けた国際連盟は、リットンを団長とする調査団を派遣しました。調査の結果
、日本の軍事行動は自衛とは認められず、満州国も住民の自発的な意志によるものとは認めら
れないとする報告書が提出されました。国際連盟総会でこの報告書が採択されると、日本は反
発して1933年に国際連盟からの脱退を表明し、国際的な孤立を深めることとなりました。

問2 答え 2
ローズベルト大統領が、ダム建設などの公共
事業による雇用対策を行った。

アメリカのローズベルト大統領は、ニューディール政策の一環としてテネシー川流域開発（ダ
ム建設など）といった大規模な公共事業を行い、世界恐慌で発生した失業者を雇用しました。
フーバー大統領は恐慌発生直後の大統領であり、対策が不十分であったために景気を悪化させ
たと批判されました。また、ナチス（ドイツ）やムッソリーニ（イタリア）はファシズムの道
へ進み、ブロック経済は主に広大な植民地を持つイギリスやフランスによって行われました。

問3 答え 3
政府が公共事業に多額の予算を投じ、人々の
購買力を高めることで景気を刺激しようとし
た。

1933年以降の失業率の低下は、ニューディール政策による成果の一つです。この政策は、政
府が市場に介入してテネシー川流域開発などの公共事業に資金を投入し、失業者を雇用するこ
とで、労働者が賃金を得られるようにしました。労働者が収入を得ることでモノが売れるよう
になり、それが企業の生産意欲を高めるという、消費を軸とした景気回復のサイクルを目指し
た点が特徴です。

問4 答え 1
アメリカの主導により日英同盟の廃止が決定
され、太平洋における協力体制から日米間の
対立が深まる局面へと移行した。

第1次世界大戦後、海軍の軍縮や東アジア・太平洋地域の新秩序を構築するためにワシントン
会議が開かれました。アメリカは中国市場への進出を目指す中で、日本の勢力拡大を警戒し、
それまで日本の外交の軸であった日英同盟の廃止を迫りました。その結果、4カ国条約の締結
により日英同盟は解消され、日本は外交的な後ろ盾を失うとともに、アメリカとの利害対立が
鮮明になっていきました。

問5 答え 1
第一次世界大戦による好景気が落ち着いた19
15年以降から、第二次世界大戦を経て日本が
独立を回復する1950年ごろまでの時期

1929年に発生した世界恐慌は、第一次世界大戦（1914年〜1918年）後の国際経済が不安定
な中で起こりました。日本ではこの影響を受けて1930年から昭和恐慌が発生し、経済が混乱
して軍部の台頭を招く要因の一つとなりました。この時期は、第一次世界大戦期の好景気（19
15年〜）と、第二次世界大戦後のサンフランシスコ平和条約による独立回復（1951年調印・
1952年発効）の間に位置します。

問6 答え 4
ヨーロッパで優勢にあったドイツなどと結び
、アメリカやイギリスを牽制することを狙っ
て日独伊三国同盟が締結された。

日中戦争の長期化により国際的に孤立していた日本は、ヨーロッパで連戦連勝していたドイツ
およびイタリアと同盟を結ぶことでアメリカなどを牽制しようとしました。しかし、この同盟
は逆に欧米諸国との対立を決定的なものにしました。

問7 答え 1
国際連盟からの脱退を宣言した

満州事変後、国際社会から日本の行動が厳しく批判される中で派遣されたリットン調査団は、
日本の軍事行動を否定する報告書をまとめました。1933年、国際連盟の総会でこの報告書に
基づく勧告案が圧倒的多数で可決されたため、日本はこれに抗議して国際連盟からの脱退を通
告しました。この出来事は、日本が国際的な協調体制から離脱し、孤立を深める大きな転換点
となりました。

問8 答え 1
満州事変などの発生に伴い、戦争に必要な兵
器や軍需品を生産する必要が高まったため

1930年代の日本は、満州事変の勃発を機に戦時体制への移行を強めました。政府は戦争を継
続するために、鉄鋼、機械、化学などの軍事目的に直結する「重化学工業」を重視する政策を
とりました。その結果、それまでの日本の中心であった繊維業などの軽工業を生産額で上回り
、産業構造の転換が急速に進みました。

問9 答え 2
イタリア

第二次世界大戦において、ドイツは自国と同じく全体主義（ファシズム）の体制をとっていた
イタリアや日本との結びつきを強めました。1940年に日独伊三国同盟が結ばれたことにより
、これらの国々は「枢軸国」と呼ばれ、連合国側と対立する軍事的な協力体制を確立しました
。第一次世界大戦時とは異なり、イタリアがドイツ側の陣営として参戦したことが大きな特徴
です。

問1
0

答え 1
日本と清が朝鮮での影響力を争う一方で、ロ
シアが南下政策によって東アジアへの勢力拡
大をうかがっていた。

19世紀末の朝鮮半島では、近代化を目指し影響力を強めようとする日本と、これまでの宗主権
を維持しようとする清との間で激しい対立が続いていました。この状況下で、ロシアは東アジ
アにおける権益確保と不凍港の獲得を目指す南下政策を強力に推進し、虎視眈々と勢力拡大の
機会を狙っていました。この日本・清・ロシアの三つ巴の対立構造が、のちの日清戦争や日露
戦争へとつながる国際情勢の背景となりました。

問1
1

答え 3
生糸 ― アメリカ合衆国

世界恐慌の影響により、日本の主要な輸出先であったアメリカの景気が急速に悪化したことで
、当時日本の輸出の花形であった生糸の需要が激減しました。生糸はストッキングなどの原料
としてアメリカで重宝されていましたが、不況によって消費が落ち込み、日本の輸出額はわず
か数年で半分以下にまで減少することとなりました。


